
Japan Epilepsy Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Epilepsy 　Sooiety

F −11 脳 波 の フ ラ ク タル 次元 解析

一
相関次 元 につ い て の 検討

F −12 Diffuse3Hz 　Spik⇔ and −Wavc α 〕mplex の 半球間 ・

半球 内位相変化の 検 討 ：SW成 分 ・Spike成分
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　我 々 は 、脳 波が カ オ ス 力学系 （決定 論的非 線 形 シス テム ）

に基づ き発生 して い る とい う立 場か ら、非線 形解 析 法で あ

る フ ラ クタル 次 元解析 を試み 、こ れ まで は フ ラ ク タ ル 次 元

の
一

つ の 尺 度 で あ る 曲線 次元 に つ い て 報告 して きた （第25r

26回 日本 て ん か ん学会、第95，96回 日本小 児科 学 会総 会 な

ど） 。 今回 は、別の 尺度で ある相関次 元 を算 出す る シ ス テ

ム を完成 し、健常者と小 児欠神 てん かん患 者 の 脳 波データ

に つ き検討 した の で報告す る。

　脳 波計か らの 出力 を、A／Dコ ンバ ーター付デ
ー

タ 取込 シ ス

テ ム に て パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ータに 直結 する。各導 出部 位

にお い て、サ ン プ リン グ周波数800Hzで 40秒 間の 脳 波データ

（データ数 32000個 の 時 系列 データ） を得、相関 積 分を計算

する こ とに よ り相関 次元 を 求め る。その 中 で も、筋電図 の

混 入 が 少なく、波形 の 定 常性 の 高 い 後頭 部導 出 〔01 ）の

覚醒 安 静 閉 眼時脳 波に っ き検討 した。

　対 象 は、健常群20例 （6yllm〜24y8m，平 均 12y6m） と小 児

欠 神 て んか ん6例 （7y4m〜21ylm，平 均 12y3m）。

　 健 常群 に お い て は 、相 関次 元 は、3．23± 0，14 （Mean±SD）

で あ っ た。Babloyantzら海外 の 諸 家 の 報告 値 （4〜7） に比

べ 低 い 値 を示 した 。ま た、高 齢者 まで も対象と して含 め た

品 川 ，河野 らの 報 告 で は、相 関次元 は加 齢とともに 増加 す る

傾向を 示 したが、我 々 の 結 果 で は 、 相関次元 と年齢 とには

有意の 相 関 を認 め なか っ た。

　小児欠神て ん か ん群 にお け る相 関次元 は、3，21± O．11で

あ り、健 常群 の それ との 間に は有意差を認 めな か っ た。

　こ の 結果 をふ ま え、他 の て ん か ん な らび に て んか ん症候

群 につ い て も検 討を加 え報告す る予定 で あ る。

［はじめに］Diffmse3Hz 　Spike−and −Wave 　Comp ］ex （D3SW ）の 半球

内 ・半球間位櫓パ ターン の 変化 を、SW 成分 ・spike 成分 に分 け

て検 討 した。従来の 方法で は、reference 活 性化 の 影響を除外で

きない た め、seqventia ］bi−polar 　transve 薗 e　montage にて 記 録 を 行

い 、解析時にreference を固定す る事 に よ り、その 影響 を除外 し

た。ま た、系 時的 に 変 化 す る パ ワ
ー

ス ペ ク トル ・位 相ス ペ ク ト

ル を得るため、Short−time 　FeurierTransformation（SIFI）にて 解

析を行 っ たe

［対 象 1対 錬 は、8名 の 定型 欠神発作 と診 断され た て ん か ん患 児

（男 児3名、女児5名 ；5 〜18才）で あ る。
［方法亅D3SW を多用途脳 波計を 介 し、デー

タ レ コ
ーダ へ PCM 記

録 した ぐB −C3，C3−（迄　Cz−C4 ，　C4 −T4；O．5 〜100Hz ）。以 ド、オ フ

ライン にて デ
ー

タの解析を行 っ た。1｝サ ン プ リン グ周波数

250Hzにて A！D変換を 行い 、コ ン ピ ュ
ー

タ ・メモ リ
ー

へ 連 続 転

送 したe2 ）Referenceを固定す るため、　 EEG データの 再構成 を

行 っ た （B 固定 ：T3−C3，　T3・Cz，　T3−C4；Cz固定 ：Cz−C4，Cz−T4 ，
Cz−（B ，　Cz−B ）。3）D3SW を 含む 6144point（24、6sec）EEG デー

タ

を．データ の 一一一部が 重な る ように 、512pointx40 の segmcnt に 分

けた e4 ）（a ）（σ3−（ン）一（13−Cz）），（bX （T3 −Cz）
一
（T3−（］ ）），

（c）（（Cz−C3）一（CiZ−T3）），（d）（（Cz−C4）一（Cz・T4））十こて、　 Si
’
FI
’
に よ リク

ロ ス ス ペ トル ア レ イを求 め た。5＞各々 の ア レ イ に て 、二 つ の ピ

ー
ク周波数 （SW成分 ・

spike 成分 ）に 対応 す る位 相の 時系列デ
ー

タ を得た。Inv−FFr に よ り、こ の 二 つ Fourier　component か ら

D3SW が 良好 に 再合成さ れ る こ とを確 認 した。6）SW 成分 ・

spike 成分の 半球間
・半球内に お け る位相変化 の 特徴を、（a ）（b）

闇、（cXd ）間に て 検討 した。7）対 応す るSW 成分 ・spike 成分闘 の

位相変化の 相関を、（a）（b）（c）（d）に おい て 検討 した。
階 果jDsW 成 分 の 位 相 変 化 は、全 例 にお い て，　 Czが最 も先 行

し．￥・球外側部に 向か う対称 性 の 遅 れ を示 した eSpike 成 分 の 位

相変 化 も 同様の 変化を示 したが、症例毎 の 差異が 大で あ っ た。
2）以 上 の SW 成分に お げる対称性 の 位相変 化に 、半球問内で の

直線的 な相関は 希薄で あ っ た。3）SW 成分 ・splke 成分 の 位 相 変

化 に 直線的な 相関は認め られ な か っ た。
［考 察1以．ヒの ．SW 成分 の 半球闇 ・半球 内に お け る対 称性 の 位

相変化 は、D3SW 発現 に関する
”
中心 脳 仮 説 を支持す ると考 え

られ た。D3SW 発現 に、中心 脳 はspike ・and −wave 　complex をひ と

つ の ま とま りと して駆動 して い る と考 えられた。Wave 成分の

発現 に、皮質 内 recurrent 　inhibitien以 外 の 機序 が 関与 して い る と

考え られ た。
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